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第２６回標茶町農業委員会総会会議録 

 

                       開催年月日 令和 元年 ７月２４日（水曜日）                

開催場所  標 茶 町 役 場 議 場 

○議 事 日 程      

第 １ 会議録署名委員の指名について        

第 ２ 会期決定について 

第 ３ 会務報告 

第 ４ 報告第 ７０号 農用地利用関係調整・あっせん申出に係る 

            あっせん委員の指名について               １３件 

第 ５ 報告第 ７１号 農用地譲渡申出に係るあっせん結果について         ２件 

第 ６ 議案第１３５号 現況証明願について                    ５件

第 ７ 議案第１３６号 農業振興地域整備計画の変更について           １１件 

第 ８ 議案第１３７号 農地法第４条の規定による許可申請について         １件

第 ９ 議案第１３８号 農地法第５条の規定による許可申請について         ３件

第１０ 議案第１３９号 農用地利用集積計画の作成の要請について         ２０件 

  

 

○出席委員（１６名） 

    １番 澁谷  洋 君   ２番 高松 俊男 君   ３番 髙原 文男 君 

   ４番 橘  澄子 君   ５番 嶋中  勝 君   ６番 甲斐やす子 君 

   ７番 森田 享子 君   ８番 大泉 義明 君   ９番 渡邊 裕義 君 

  １０番 平間  清 君  １１番 類瀬 正幸 君  １２番 熊谷 英二 君 

  １３番 津野  斉 君  １４番 笛木 眞一 君  １５番 髙橋 政寿 君 

  １６番 佐瀨日出夫 君 

 

○議事参与の制限を受けた委員（ ２名） 

●●番 ●● ●● 君  ●●番 ●● ●● 君 

 

○欠席委員（ ０名） 

          

○その他出席者 

事務局長 相撲 浩信 君         振興係長 小幡 裕也 君         

主  任 不藤さとみ 君         主  事 大河原 広 君 
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（会長 君、議長席に着く。） 

 

◎開会の宣告 

 只今から第２６回標茶町農業委員会総会を開会致します。 

只今の出席委員は１６名、欠席０であります。 

よって、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定による定足数に達しておりますので、

本総会は成立致しました。 

                                 （午前１０時１９分開会） 

 

◎開会の宣告 

 直ちに会議を開きます。 

  

     ◎会議録署名委員の指名 

 日程第１。会議録署名委員の指名を行います。 

 会議録署名委員は、会議規則第８２条の規定により、 

      １番・澁谷君    ２番・高松君  

を指名致します。 

 

◎会期の決定について 

 日程第２。会期決定を議題と致します。 

 第２６回標茶町農業委員会総会の会期は本日１日限りと致したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、本総会の会期は本日１日と決定致しました。 

 

◎会務報告 

 日程第３。会務報告を行います。 

 会務報告は印刷配布のとおりであります。 

 

◎報告第７０号 

日出夫君） 日程第４。報告第７０号、農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあ 

っせん委員の指名について、内容１３件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号１２まで内容１２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号１２まで内容１２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 
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 報告第７０号について説明させていただきます。 

 農用地利用関係調整・あっせん申出に係るあっせん委員の指名について、農用地利用関係調整・

あっせん申出に係るあっせん委員を次のとおり指名したので報告するものであります。 

 指名したあっせん委員は、別紙のとおり１３件となっております。 

 番号１。 

 あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● ●

●●● ●●●●さん。 

 申出面積、８９．３ｈａ。 

 指名年月日、令和元年７月３日。 

 申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、髙橋委員、嶋中委員、笛木委員。 

なお、番号２から番号１２まで、あっせん申出者、指名年月日、申出の種類、指名あっせん委員

が番号１と同じでありますので、説明を省略させていただきます。 

番号２。 

 申出面積、４．８ｈａ。 

番号３。 

 申出面積、５．９ｈａ。 

番号４。 

 申出面積、１３．１ｈａ。 

番号５。 

 申出面積、９．２ｈａ。 

番号６。 

 申出面積、１３．４ｈａ。 

番号７。 

 申出面積、９．６ｈａ。 

番号８。 

 申出面積、９．９ｈａ。 

番号９。 

 申出面積、２３．９ｈａ。 

番号１０。 

 申出面積、１６．２ｈａ。 

番号１１。 

 申出面積、２４．０ｈａ。 

番号１２。 

 申出面積、４．８ｈａ。 

 以上です。 

を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 
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 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号１２まで内容１２件について、報告のとおり承認されました。 

 続いて番号１３を議題と致します。 

 なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

番号１３について説明させていただきます。 

 あっせん申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● ●

●●● ●●●●さん。 

 申出面積、１４．２ｈａ。 

 指名年月日、令和元年７月３日。 

 申出の種類、売買。 

指名あっせん委員、髙橋委員、嶋中委員、大泉委員。 

 以上です。 

１３について事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１３については、報告のとおり承認されました。 

（●●●●君復席） 

 以上をもって、報告第７０号、内容１３件は、報告のとおり承認されました。 

 

◎報告第７１号 

 日程第５。報告第７１号、農用地譲渡申出に係るあっせん結果について、 

内容２件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原 広君） はい。 

報告第７１号について説明させていただきます。 

農用地譲渡申出に係るあっせん結果について次のとおり報告するものであります。 
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別紙のとおり２件となっております。 

 番号１。 

 あっせん譲渡申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● 

●●● ●●●●さん。 

 あっせん委員長、髙橋委員。 

 あっせん委員、嶋中委員、笛木委員。 

 報告年月日、令和元年７月１１日。 

 譲受人、地番、価格等については下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、ヌマオロ８－１。 

 現況地目、畑。 

面積、３５，７０９㎡外１４筆、合計１５筆で８９３，１８４．０５㎡。 

価格、２０，３２９，０００円。 

譲受人氏名、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続いて、土地の所在、虹別原野５６－１。 

 現況地目、畑。 

面積、４８，３６９㎡。 

価格、３，３８６，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野６３９－１。 

 現況地目、畑。 

面積、４９，５６８㎡外３筆、合計４筆で５９，７１７㎡。 

価格、４，１０２，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野４０１－１。 

 現況地目、畑。 

面積、６，７６０㎡外６筆、合計７筆で１３１，９８１㎡。 

価格、９，１０３，０００円。 

譲受人氏名、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野５８線１３２－１。 

 現況地目、畑。 

面積、３５，９６４㎡外３筆、合計４筆で９２，９５４㎡。 

価格、６，０７１，０００円。 

譲受人氏名、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野５０－１。 

 現況地目、畑。 

面積、２２，４６９㎡外９筆、合計１０筆で１３４，２２１㎡。 

価格、６，６４４，０００円。 
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譲受人氏名は、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、自己資金となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野６９線１０４。 

 現況地目、採放地。 

面積、４９，２２９㎡外１筆、合計２筆で９６，６４２㎡。 

価格、５，９３７，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

次のページに続きます。 

続きまして、土地の所在、虹別原野５９線１３１－６。 

 現況地目、採放地。 

面積、９９０㎡外６筆、合計７筆で９９，６１６㎡。 

価格、６，９０７，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野１１－１。 

 現況地目、畑。 

面積、３０，１６７㎡外５筆、合計２３９，７２５㎡。 

価格、１４，８６３，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野１６－１。 

 現況地目、畑。 

面積、４４，５１０㎡外１３筆、合計１４筆で１６２，５２９㎡。 

価格が、９，６０３，０００円。 

譲受人氏名が、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野２３０－１。 

 現況地目、畑。 

面積、１０，９７８㎡外１３筆、合計１４筆で２４０，２６２㎡。 

価格、１４，３２６，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

続きまして、土地の所在、虹別原野７１３－１。 

 現況地目、畑。 

面積、４８，１９２㎡。 

価格が、２，５０５，０００円。 

譲受人氏名が、●●●●さん。 

予定資金関係は、資金借入となっております。 

合計８５筆、合計面積２，２４７，３９２㎡、合計価格１０１，２７１，０００円。 

 番号１につきましては、あっせん委員長であります髙橋委員より、ご報告をお願い致します。 

 １５番・髙橋君。 
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○１５番（髙橋政寿君） １５番・髙橋です。 

 報告第７１号、番号１について報告致します。 

令和元年７月３日に、あっせん委員の指名があり、令和元年７月１１日に嶋中委員、笛木委員、

と私、事務局より相撲局長、大河原主事で、役場大会議室において、第１回あっせん委員会を開催

致しました。 

あっせん委員長に私が互選されました。 

本件は、平成２６年度農地保有合理化事業により、公益財団法人 北海道農業公社が取得した農

地を、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん

●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●さんが借上げ、今年度公社

より売渡しを受ける案件となっております。 

詳細については、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、１５番・髙橋君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については報告のとおり承認されました。 

 続いて番号２を議題と致します。 

 なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原 広君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 あっせん譲渡申出者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●● 

●●● ●●●●さん。 

 あっせん委員長、髙橋委員。 

 あっせん委員、嶋中員、大泉委員。 

 報告年月日、令和元年７月１１日。 

 譲受人、地番、価格等につきましては下記のとおりとなっております。 

 土地の所在、字虹別原野５７線１４６－１。 

 現況地目、畑。 

面積、５０，３５５㎡外８筆、合計が９筆１４２，３２５㎡。 

価格、９，７５６，０００円。 

譲受人氏名、●●●●さん。 
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予定資金関係は、資金借入となっております。 

 なお、番号２につきましては、あっせん委員長であります髙橋委員より、報告をお願い致します。 

 １５番・髙橋君。 

○１５番（髙橋政寿君） １５番・髙橋です。 

 報告第７１号、番号２について報告致します。 

令和元年７月３日に、あっせん委員の指名があり、７月１１日に嶋中委員、大泉委員と私、事務

局より相撲局長、大河原主事で役場大会議室において第１回あっせん委員会を開催致しました。 

あっせん委員長には私が互選されました。 

本件は、平成２６年度農地保有合理化事業により、公益財団法人 北海道農業公社が取得した農

地を、●●●●さんが借上げ、今年度公社より売渡しを受ける案件となっております。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって番号２について事務局の説明、並びににあっせんにあたら

れました、１５番・髙橋君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 

 これより本件については採決致します。 

 報告のとおり承認することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については報告のとおり承認されました。 

（●●●●君復席） 

 以上をもって、報告第７１号、内容２件は報告のとおり承認されました。 

 

◎議案第１３５号 

 日程第６。議案第１３５号、現況証明願について、内容５件を議題と致

します。 

 お諮り致します。  

番号１から番号２まで、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

よって、番号１から番号２まで内容２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 議案第１３５号について説明させていただきます。 

 現況証明願について、北海道農地法関係事務処理要領に基づき願出のあった、下記の土地の現況

証明願について議決を求めるものであります。 

 別紙のとおり５件であります。 
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 番号１。 

 土地の所在、字阿歴内原野北１線１７７－３。 

 登記簿地目、畑。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、１９，２３０㎡。 

 農地区分、一般民有地。 

 利用状況、原野。 

 所有者名、●●●●さん。 

申請者名、●●●●さん。 

 調査委員は、髙原委員、甲斐委員、橘委員。 

 調査年月日は、令和元年７月１２日。 

 なお、番号２につきまして、地目、農地区分、利用状況、調査員氏名、調査年月日が番号１と同

じですので、説明を省略させていただきます。 

 番号２。 

 土地の所在、字阿歴内原野北２線１７６－２。 

 面積、１，５０１㎡。 

 所有者名、●●●●さん。 

申請者名、●●●●さん。 

 なお、調査結果につきましては、甲斐委員より報告をお願いします。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

議案第１３５号、番号１及び２について報告致します。 

 ７月９日付けで調査依頼がありまして、７月１２日に髙原委員、橘委員と事務局より小幡係長と

私で現地調査をしてまいりました。 

 資料の１ページから４ページをご覧下さい。 

 当該地の現況は、面積の半分は湿地帯で、１５年以上耕作していない土地となっており、隣接農

地とはっきり区分けされておりました。 

以上のことから、この土地は農地、採草放牧地以外であることを確認してまいりました。 

 以上報告終わります。 

 以上をもって事務局の説明並びに、現地調査にあたられました、６番・

甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号２まで内容２件については原案可決されました。 

続いて、番号３を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 
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振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 番号３。 

 土地の所在、字雷別９３－１１の内。 

 登記簿地目、畑。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、７，８１７．３４㎡。 

 農地区分、一般民有地。 

 利用状況、原野。 

 所有者名、●●●●さん。 

申請者名、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

調査委員は、髙原委員、甲斐委員、橘委員。 

調査年月日は、令和元年７月１２日。 

 なお、調査結果につきましては、甲斐委員より報告をお願いします。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

議案第１３５号、番号３について報告致します。 

 ７月９日付けで調査依頼がありまして、７月１２日に髙原委員、橘委員、事務局より小幡係長と

私で現地調査をしてまいりました。 

 この現況証明願に関しては、砂利採取にかかるものです。 

 資料の５ページから６ページをご覧下さい。 

 当該地の現況は、山林、原野となっており、隣接農地とはっきりと区分けされておりました。 

以上のことから、この土地は農地、採草放牧地以外であることを確認してまいりました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明並びに、現地調査にあたられました、６番・

甲斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 

続いて、番号４を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 番号４。 

 土地の所在、字熊牛原野１５線東３８－６。 

 登記簿地目、牧場。 
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 現況、農地、採草放牧地以外。 

 面積、１７，６３７㎡外４筆、合計面積は３１，８４８㎡。 

 農地区分は、一般民有地。 

 利用状況、未利用地となっております。 

 所有者名、●●●●さん。 

申請者名、●●●●さん。 

調査委員は、大泉委員、甲斐委員、笛木委員。 

調査年月日は、令和元年７月１８日。 

 なお、調査結果につきましては、大泉委員より報告をお願いします。 

○会長（佐瀨日出夫君） ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉です。 

議案第１３５号、番号４について報告致します。 

 ７月９日付けで調査依頼がありまして、７月１８日に甲斐委員、笛木委員と事務局より小幡係長

と不藤主任と私で現地調査をしてまいりました。 

 資料の７ページから８ページをご覧下さい。 

 当該地の現況は、住宅周辺は湿地帯で１０年以上耕作していない土地となっております。 

また、河川敷と道路に挟まれた土地は原野となっており、隣接農地とはっきりと区分けされてお

りました。 

以上のことから、この土地は農地、採草放牧地以外であることを確認してまいりました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明並びに、現地調査にあたられました、８番・

大泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４については原案可決されました。 

続いて、番号５を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

事務局より内容説明させます。 

振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 番号５。 

 土地の所在、字虹別原野４５０－７。 

 登記簿地目、牧場。 

 現況、農地、採草放牧地以外。 
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 面積は、３，６５０㎡。 

 農地区分は、一般民有地。 

 利用状況は、未利用地。 

 所有者名は、●●●●さん。 

申請者名、●●●●さん。 

調査委員は、大泉委員、甲斐委員、森田委員。 

調査年月日は、令和元年７月１８日となっております。 

 なお、調査結果につきましては、大泉委員より報告をお願いします。 

○会長（佐瀨日出夫君） ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉です。 

議案第１３５号、番号５について報告致します。 

 ７月１０日付けで調査依頼がありまして、７月１８日に甲斐委員、森田委員と事務局より小幡係

長と不藤主任と私で現地調査をしてまいりました。 

 資料の１０ページから１１ページをご覧下さい。 

 当該地の現況は、原野となっており、隣接農地とはっきり区分けされておりました。 

以上のことから、この土地は農地、採草放牧地以外であることを確認してまいりました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明並びに、現地調査にあたられました、８番・

大泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号５については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

 以上をもって、議案第１３５号、内容５件は原案可決されました。 

   

◎議案第１３６号 

○  日程第７、議案第１３６号、農業振興地域整備計画の変更について、内

容１１件を議題と致します。 

 番号１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 議案第１３６号について説明させていただきます。 

 農業振興地域整備計画の変更について、農業振興地域の整備に関する法律施行規則第３条の２に

基づき、標茶町長より意見を求められた下記の件について、意見を求めるものであります。 

 意見を求められた土地の表示は、別紙のとおり１１件となっております。 
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 番号１。 

 区分、除外。 

 地番、字熊牛原野１２番地５。 

 現況地目、雑種地。 

 面積、２，０９５㎡の内１４０㎡。 

 事業計画の名称、太陽光発電設備の送電用施設設置。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●●●●●●●●●さん。 

 事業開始、７月１日。 

 事業の規模等、送電用設備一式。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに太陽光発電施設の送電用施設を設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は、地理的に送電線に容易に接続でき、傾斜もないことから、底地の整

備も容易である。 

周辺には農用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定

するものであります。 

 なお、番号１につきましては、調査委員であります渡邊委員よりご報告をお願い致します。 

 ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。  

議案第１３６号、番号１について報告を致します。 

 ７月１７日に事務局より調査の依頼がありました。 

７月１９日に嶋中委員、高松委員と私、事務局より大河原主事で現地調査を行っております。 

 申請地は参考資料の１１ページから１８ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●●●●●●●●●●●●●さんが太陽光施設を建設するため、農振農用地区

域内の農地を農地以外にすることを標茶町に申請をし、その変更が妥当かどうかの意見を町より求

められたものであります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

 除外しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおり確認をしております。 

当該地は周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判断

いたしました。 

 以上で報告と致します。 

 以上をもって番号１について事務局の説明、並びに現地調査にあたられ

ました９番・渡邊君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 
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 よって、番号１については原案可決されました。 

 お諮り致します。  

番号２から番号３まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

よって、番号２から番号３まで内容２件を一括議題と致します。 

続いて番号２を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号２。 

 区分、除外。 

 地番、字熊牛原野１５線東４１番地３。 

 現況地目、原野。 

 面積、９，４３２㎡外３筆、合計４筆で１４，２１１㎡。 

 事業計画の名称、太陽光発電設備建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 

 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、太陽電池パネル１，６２０枚。 

 土地所有者は、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに太陽電池パネルを設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は、地理的に送電線に容易に接続でき、傾斜もないことから、底地の整

備も容易である。 

周辺には農用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定

するものであります。 

なお、番号３につきましては、事業計画の名称、事業主体、事業開始、事業の規模等、土地所有

者、事業の必要性、緊急性、土地選定の理由が、番号２と同じでありますので、説明を省略させて

いただきます。 

番号３。 

 区分、除外。 

 地番、字熊牛原野１５線東３８番地６。 

 現況地目、原野。 

 面積、１７，６３７㎡の内７，５８１．４３㎡。 

 なお、番号２、番号３につきましては、調査委員であります大泉委員よりご報告をお願い致しま

す。 

日出夫君） ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉です。 

 議案第１３６号、番号２及び番号３について報告致します。 

 ７月１６日に事務局より調査の依頼があり、７月１８日に笛木委員、甲斐委員と私、事務局より

小幡係長、不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１９ページから３０ページに記載されていますのでご覧下さい。 
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 この案件は、●●●● ●●●●さんが太陽光施設建設のため、農振農用地区域内の農地を農地

以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたものであり

ます。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

 除外しようとする内容及び目的、計画についても記載のとおり確認しております。 

当該地は周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判断

いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました８番・大

泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２から番号３まで内容２件については原案可決されました。 

続いて番号４を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号４について説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字虹別４０５番地。 

 現況地目、原野。 

 面積、５，２３７㎡。 

 事業計画の名称、太陽光発電設備建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 

 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、太陽電池パネル１，０８０枚。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに太陽電池パネルを設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は、地理的に送電線に容易に接続でき、傾斜もないことから、底地の整

備も容易である。 

周辺には農用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定

するものであります。 

 なお、番号４につきましては、調査委員であります大泉委員よりご報告をお願い致します。 

 ８番・大泉君。 
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○８番（大泉義明君） ８番・大泉です。 

 議案第１３６号、番号４について報告致します。 

 ７月１６日に事務局より調査の依頼があり、７月１８日に甲斐委員、森田委員と私、事務局より

小幡係長、不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の３１ページから３６ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●● ●●●●さんが太陽光発電施設を建設するため、農振農用地区域内の農

地を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたも

のであります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおり確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました８番・大

泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号４については原案可決されました。 

続いて番号５を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号５について説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字熊牛原野２１線東１７番地２。 

 現況地目、原野。 

 面積、４，７４４㎡。 

 事業計画の名称、太陽光発電設備建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 

 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、太陽電池パネル２５２枚。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに太陽電池パネルを設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は、地理的に送電線に容易に接続でき、傾斜もないことから、底地の整
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備も容易であります。 

周辺には農用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定

するものであります。 

 なお、番号５につきましては、調査委員であります渡邊委員よりご報告をお願い致します。 

 ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。 

 議案第１３６号、番号５について報告を致します。 

 ７月１１日に事務局より調査の依頼があり、７月１９日に嶋中委員、高松委員と私、事務局より

大河原主事と現地調査を行っております。 

 申請地は参考資料の３７ページから４１ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●● ●●●●さんが太陽光施設を建設するために、農振農用地区域内の農地

を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたもの

であります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、除外しようとする面積は記載のとおり確認をし

ております。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画につきましても記載のとおりと確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地もなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました９番・渡

邊君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号５については原案可決されました。 

続いて番号６を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号６について説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字栄９９番地２。 

 現況地目、雑種地。 

 面積、１５，４５８㎡の内３，７６０．６３㎡外２筆、合計３筆で３，８２６．１７㎡。 

 事業計画の名称、太陽光発電設備建設事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 
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 事業開始、除外後。 

 事業の規模等、太陽電池パネル５４０枚。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに太陽電池パネルを設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は、地理的に送電線に容易に接続でき、傾斜もないことから、底地の整

備も容易であります。 

周辺には農用地等以外の代替地も無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定

するものであります。 

 なお、番号６につきましては、調査委員であります渡邊委員よりご報告をお願い致します。 

 ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。 

 議案第１３６号、番号６について報告致します。 

 ７月１７日に事務局より調査の依頼がありました。 

７月１９日に嶋中委員、高松委員と私、事務局より大河原主事と現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の４２ページから４９ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●● ●●●●さんが太陽光施設を建設するため、農振農用地区域内の農地を

農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたもので

あります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、除外しようとする面積は記載のとおり確認して

います。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画につきましても記載のとおりと確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました８番・渡

邊君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号６については原案可決されました。 

続いて番号７を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号７。 

 区分、除外。 
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 地番、字西標茶８１番地１。 

 現況地目、牧場。 

 面積、９６，３１６㎡の内４７９㎡。 

 事業計画の名称、電気通信基地局設備の建設。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●●●さん。 

 事業開始、８月５日。 

 事業の規模等、通信用鉄塔等一式。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、電気通信基地局設備を設置するものであります。 

 土地選定の理由、当該地は地理的に電波の伝搬に最適であり、周辺には農用地等以外の代替地も

無く、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ず選定するものであります。 

 なお、番号７につきましては、調査委員であります渡邊委員よりご報告をお願い致します。 

 ９番・渡邊君。 

○９番（渡邊裕義君） ９番・渡邊です。 

 議案第１３６号、番号７について報告致します。 

 ７月１７日に事務局より調査の依頼があり、７月１９日に嶋中委員、高松委員と私、事務局より

大河原主事で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の５０ページから５７ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●● ●●●●●●さんが電気通信基地局設備の設置をするため、農振農用地

区域内の農地を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求

められたものであります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この除外を受けようとする土地の表示及び状況、除外しようとする面積は記載のとおり確認して

います。 

 除外しようとする内容及び、目的、計画につきましても記載のとおり確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました９番・渡

邊君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号７については原案可決されました。 

続いて番号８を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 
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（●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号８について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字西標茶２５番地１。 

 現況地目、畑。 

 面積、７５，３９６㎡の内１，３４２．３２㎡外１筆、合計２筆で１，３４６．５１㎡。 

 事業計画の名称、育成牛舎・ロール置場整備事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、育成牛舎２１０．７７㎡、ロール置場７３０．３㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 事業の必要性、緊急性、新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第５条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は、農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外

に代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものでありま

す。 

 なお、番号８につきましては、調査委員であります高松委員よりご報告をお願い致します。 

 ２番・高松君。 

○２番（高松俊男君） ２番・高松。 

 議案第１３６号、番号８について報告致します。 

 ７月１７日に事務局より調査の依頼があり、７月１９日に嶋中委員、渡邊委員と私、事務局より

大河原主事で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の５７ページから６３ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●● ●●●●さんが農業用施設を建設するため、農振農用地区域内の農地を

農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より求められたもので

あります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、また変更しようとする面積は記載のとおり確認

しております。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画についても記載のとおりと確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました２番・高

松君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 
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 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号８については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

お諮り致します。  

番号９から番号１０まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

夫君） ご異議ないものと認めます。 

よって、番号９から番号１０まで内容２件を一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号９について説明させていただきます。 

 区分、除外。 

 地番、字阿歴内原野北１線１７７番地３。 

 現況地目、原野。 

 面積、１９，２３０㎡。 

 事業主体、川上郡標茶町川上４丁目２番地、標茶町。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 土地選定の理由、基礎調査による標茶町農業振興地域整備計画の変更の一環となっております。 

 なお、番号１０につきましては、事業主体、土地選定の理由が番号９と同じでありますので、説

明を省略させていただきます。 

 番号１０。 

 区分、除外。 

 地番、字阿歴内原野北２線１７６番地２。 

 現況地目、原野。 

 面積、１，５０１㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 なお、番号９、番号１０につきましては、調査委員であります甲斐委員よりご報告をお願い致し

ます。 

 ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

 議案第１３６号、番号９及び１０について報告致します。 

 ７月９日に事務局より調査の依頼があり、７月１２日に髙原委員、橘委員と私、事務局より小幡

係長と不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の１ページから４ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、標茶町農業振興地域整備計画の変更の一環として、農振農用地区域から除外する必

要が生じたため、除外が妥当かどうかの意見を町より求められたものであります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 
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 この除外を受けようとする農地の表示及び状況、また除外しようとする面積は記載のとおり確認

しています。 

 また、周辺農地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました６番・甲

斐君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９から番号１０まで内容２件については原案可決されました。 

続いて番号１１を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君）はい。 

 番号１１について説明させていただきます。 

 区分、用途区分変更。 

 地番、字上多和１０番地１。 

 現況地目、畑。 

 面積、１２，９５８㎡の内９，８００㎡。 

 事業計画の名称、牛舎新築事業。 

 事業主体、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 事業開始、変更後。 

 事業の規模等、牛舎９０３．９６㎡、パドック５２４．８８㎡。 

 土地所有者、●●●●さん。 

 新たに農業用施設を整備するものであります。 

 他法令の許認可の見通し、農地法第４条申請中。 

 土地選定の理由、当該地は、農業用施設の建設に営農上最適であるとともに周辺には農用地以外

に代替すべき土地が無く、周辺農用地への支障も軽微なことからやむを得ず選定するものでありま

す。 

 なお、番号１１につきましては、調査委員であります大泉委員よりご報告をお願い致します。 

 ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉。 

 議案第１３６号、番号１１について報告致します。 

 ７月１６日に事務局より調査の依頼があり、７月１８日に笛木委員、甲斐委員と私、事務局より

小幡係長、不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は参考資料の６４ページから６８ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 この案件は、●●●●で畜産経営を行う●●●●さんが、農業用施設を建設するため、農振農用
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地区域内の農地を農地以外にすることを標茶町に申請し、その変更が妥当かどうかの意見を町より

求められたものであります。 

 調査の結果、妥当と判断し問題ないと思われます。 

 この変更を受けようとする土地の表示及び状況、変更しようとする面積は記載のとおり確認して

います。 

 変更しようとする内容及び、目的、計画につきましても記載のとおりと確認しています。 

 当該地は、周辺に代替地がなく、周辺農用地等への影響も軽微なことからやむを得ないものと判

断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました８番・大

泉君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１１については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１３６号、内容１１件は原案可決されました。 

 

◎議案第１３７号 

 日程第８、議案第１３７号、農地法第４条の規定による許可申請につい

て、内容１件を議題と致します。 

番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

 議案第１３７号について説明させていただきます。 

 農地法第４条の規定による許可申請について、農地法第４条の規定による農地転用の許可申請が

あった下記の件について、意見を求めるものであります。 

 許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり１件となっております。 

 番号１。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字上多和１０－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、９，８００㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 転用目的、牛舎・パドック・作業スペース。 

 転用計画内容、期間、許可日の日から永久。 
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 牛舎、９０３．９６㎡。 

 パドック、５２４．８８㎡。 

 作業スペース、８，３７１．１６㎡。 

 事業費、６０，０００，０００円。 

 調査委員は、笛木委員、大泉委員、甲斐委員となっております。 

 なお、番号１につきましては調査委員であります大泉委員よりご報告をお願い致します。 

 ８番・大泉君。 

○８番（大泉義明君） ８番・大泉です。 

 議案第１３７号、番号１について報告致します。 

 ７月１６日に事務局より調査の依頼があり、７月１８日に笛木委員、甲斐委員と私、事務局より

小幡係長、不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

 申請地は、参考資料の６４ページから６８ページに記載されていますのでご覧下さい。 

 申請地は、●●●●で営農する●●●●さんが、農業用施設の建設をするため農地の永久転用を

申請するものです。 

 この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は、記載のとおり確

認しています。 

 農地区分は、農振農用地区域内にある農地と判断致します。 

 転用しようとする内容及び転用目的、転用計画については、記載のとおり確認しています。 

 実行性、信用力については、転用にかかわる行為を遂行できると認められ、転用面積についても

妥当な面積と判断致します。 

 周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

 農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を続けるうえで必要なものであること

から、この転用については問題ないと判断いたしました。 

 以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました８番・大

泉君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 以上をもって、議案第１３７号、内容１件は原案可決されました。 

 

◎議案第１３８号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第９。議案第１３８号、農地法第５条の規定による許可申請につい

て、内容３件を議題といたします。 

 番号１を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 
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○農地係（大河原広君） はい。 

 議案第１３８号について説明致します。 

 農地法第５条の規定による許可申請について、農地法第５条の規定による農地等転用のための権

利移転（設定）の許可申請があった下記の件について、意見を求めるものであります。 

許可を受けようとする土地の表示は、別紙のとおり３件となっております。 

 番号１。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

土地の所在、字西熊牛原野５０－１５の内。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、３，４５１．５３㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、使用貸借。 

 転用目的、火山灰の採取事業。 

 転用計画内容、期間、許可日から３年間。 

 作業敷地、７０６．３２㎥。 

 採放地、２，２６９．７９㎡。 

保安地、４６５．４３㎡。 

搬出路、９．９９㎡。 

 事業費、１，９９９，５３３円。 

 調査委員、嶋中委員、渡邊委員、高松委員。 

なお、番号１につきましては、調査委員であります嶋中委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ５番・嶋中君。 

○５番（嶋中 勝君） ５番・嶋中。 

議案第１３８号、番号１について報告いたします。 

７月１７日に事務局より調査の依頼があり、７月１９日に渡邊委員、高松委員と私、事務局より

大河原主事で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料の６９ページから７５ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請者は、借主の●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さんで、貸主の●●●●さんの土

地で火山灰採取を目的とした、一時転用の申請をするものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする契約内容及び転用目的、転用計画については記載のとおりと確認しております。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても妥当

な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、この農地から火山灰採取という限定的な目的で、

代替性もなく、一時転用ということから、この転用については問題ないと判断致しました。 

以上で報告終わります。 
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夫君） 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました５番・嶋

中君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１については原案可決されました。 

 続いて番号２を議題と致します。 

なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

 番号２について説明させていただきます。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さん。 

土地の所在、字西標茶２５－１の内。 

 地目、登記簿、原野。 

現況、畑。 

 面積、１，３４２．３２㎡外１筆、合計２筆で１，３４６．５１㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、使用貸借。 

 転用目的、育成牛舎建設のため。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久。 

 育成牛舎、２１０．７７㎥。 

 ロール置場、７３０．３０㎡。 

作業スペース、４０５．４４㎡。 

 事業費、４６，０８７，８００円。 

 調査委員は、嶋中委員、渡邊委員、高松委員。 

なお、番号２につきましては、調査委員であります高松委員よりご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ２番・高松君。 

○２番（高松俊男君） ２番・高松です。 

議案第１３８号、番号２について報告いたします。 

７月１７日に事務局より調査の依頼があり、７月１９日に渡邊委員、嶋中委員と私、事務局より

大河原主事で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料の５７ページから６３ページに記載されていますのでご覧下さい。 



27 

 

申請者は、厚生で営農している●●●● ●●●● ●●●●● ●●●●さんで、貸主の●●

●●さんの土地に、牛舎建設を目的とした、永久転用の申請をするものです。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しています。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする契約内容及び転用目的、転用計画については記載のとおり確認しています。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても妥当

な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設である

ことから、この転用については問題ないものと判断致しました。 

以上で報告終わります。 

夫君） 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました２番・高

松君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号２については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

続いて番号３を議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 農地係大河原君。 

○農地係（大河原広君） はい。 

 番号３について説明させていただきます。 

 所有者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 転用者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

土地の所在、字中チャンベツ原野６９６－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１，６１６．２８㎡。 

 農地区分、農振農用地区域内農地。 

 土地利用計画、農振農用地区域。 

 契約内容、使用貸借。 

 転用目的、哺育舎施設の建設。 

 転用計画内容、期間、許可日から永久。 

 哺乳牛舎、３２０．９４㎥。 

 作業スペース、１，２３５．３４㎡。 

 事業費、２３，７１０，７７３円。 
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 調査委員、甲斐委員、髙原委員、橘委員となっております。 

なお、番号３につきましては、調査委員であります甲斐委員よりご報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） ６番・甲斐君。 

○６番（甲斐やす子君） ６番・甲斐です。 

議案第１３８号、番号３について報告いたします。 

７月９日に事務局より調査の依頼があり、７月１２日に髙原委員、橘委員と私、事務局より小幡

係長、不藤主任で現地調査を行ってまいりました。 

申請地は参考資料の７６ページから７９ページに記載されていますのでご覧下さい。 

申請者は、●●●で営農している●●●●さんで、貸主の●●●●さんの土地に、牛舎建設を目

的とした、永久転用の申請をするものであります。 

この転用を受けようとする土地の表示及び状況、また転用しようとする面積は記載のとおりと確

認しております。 

農地区分は、農振農用地区域内の農地と判断致します。 

転用しようとする契約内容及び転用目的、転用計画については記載のとおり確認しています。 

実行性、信用力については、転用に係る行為を遂行できると認められ、転用面積についても妥当

な面積と判断致します。 

周辺農地へ及ぼす被害や支障等は認められません。 

農振農用地区域内の農地は原則不許可ですが、今後も営農を続ける上で必要な施設の建設である

ことから、この転用については問題ないものと判断致します。 

以上で報告終わります。 

夫君） 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました６番・甲

斐君の報告を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号３については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１３８号、内容３件は原案可決されました。 

 

◎議案第１３９号 

○会長（佐瀨日出夫君） 日程第１０。議案第１３９号、農用地利用集積計画の作成の要請につい

て、内容２０件を議題と致します。 

 お諮り致します。 

 番号１から番号７まで、内容７件について審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号７まで内容７件を一括議題と致します。 
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 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 議案第１３９号について説明させていただきます。 

農用地利用集積計画の作成の要請について、下記の農用地利用集積計画は、農業経営基盤強化促

進法第１５条第４項の規定により、利用権設定等促進事業の実施が必要と認められるので、標茶町

長に農用地利用集積計画の作成を要請することについて議決を求めるものであります。 

 作成を要請する農用地利用集積計画は、別紙のとおり２０件であります。 

 番号１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●●

● ●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野４０１－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６，７６０㎡外６筆、合計面積は１３１，９８１㎡。 

 利用権設定等の種類、所有権の移転。 

 利用権設定等の内容、普通畑及び採放地。 

 成立する法律関係、売買。 

 所有権移転の時期は、令和元年７月２９日。 

対価の支払期限、令和元年８月３１日。 

土地の引渡時期、対価の支払日。 

価格は、９，１０３，０００円。 

支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号２から番号７まで、利用権設定等をする者、利用権設定等の種類、成立する法律関係、

所有権移転の時期、対価の支払期限、土地の引渡時期、支払方法が番号１と同じですので、説明を

省略させていただきます。 

 番号２。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野６３９－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，５６８㎡外３筆、合計面積は５９，７１７㎡。 

 利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 価格は、４，１０２，０００円。 

番号３。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５９線１３１－６。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、採放地。 

 面積、９９０㎡外６筆、合計面積は９９，６１６㎡。 

 利用権設定等の内容は、普通畑及び採放地。 

 価格は、６，９０７，０００円。  
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番号４。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野７１３－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４８，１９２㎡。 

 利用権設定等の内容、普通畑。 

 価格は、２，５０５，０００円。 

番号５。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野１１－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３０，１６７㎡外５筆、合計面積は２３９，７２５㎡。 

 利用権設定等の内容、普通畑及び採放地。 

 価格は、１４，８６３，０００円。 

番号６。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４８，３６９㎡。 

 利用権設定等の内容、普通畑。 

 価格は、３，３８６，０００円。 

番号７。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野６９線１０４。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、採放地。 

 面積、４９，２２９㎡外１筆、合計面積は９６，６４２㎡。 

 利用権設定等の内容、普通畑及び採放地。 

 価格は、５，９３７，０００円。 

 なお、番号１から番号７につきましては、あっせん案件でありますので、改めての現地調査は行

っておりません。 

 以上です。 

 以上をもって、事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

君） ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１から番号７まで内容７件については原案可決されました。 
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 続いて番号８を議題と致します。 

 なお、●●番・●●君は、農業委員会等に関する法律第３１条の規定により除斥の対象になって

おりますので、除斥を求めます。 

（●●●●君退席） 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

番号８。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●

●● ●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５７線１４６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積は、５０，３５５㎡外８筆、合計面積は１４２，３２５㎡。 

 利用権設定等の種類は、所有権の移転。 

利用権設定等の内容、普通畑及び採放地。 

成立する法律関係、売買。 

所有権移転の時期、令和元年７月２９日。 

対価の支払期限、令和元年８月３１日。 

土地の引渡時期、対価の支払日。 

 価格は、９，５７６，０００円。 

 支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

 なお、番号８につきましては、あっせん案件でありますので、改めての現地調査は行っておりま

せん。 

 以上です。 

 以上をもって、事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

 ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号８については原案可決されました。 

（●●●●君復席） 

 お諮り致します。  

番号９から番号１３まで内容５件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９から番号１３まで内容５件について、一括議題と致します。 
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 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

番号９。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●●●● 

●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●● ●●●●●

●● ●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２２，４６９㎡外９筆、合計面積は１３４，２２１㎡。 

 利用権設定等の種類、所有権の移転。 

利用権設定等の内容、普通畑及び採放地。 

成立する法律関係、売買。 

所有権移転の時期は、令和元年７月２９日。 

対価の支払期限は、令和元年８月３１日。 

土地の引渡時期、対価の支払日。 

 価格は、６，６４４，０００円。 

支払方法は、指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１０から番号１３まで、利用権設定等をする者、利用権設定等の種類、利用権設定等

の内容、成立する法律関係、所有権移転の時期、対価の支払期限、土地の引渡時期、支払方法が番

号９と同じですので、説明を省略させていただきます。 

番号１０。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野１６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４４，５１０㎡外１３筆、合計面積は１６２，５２９㎡。 

 価格、９，６０３，０００円。 

番号１１。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野５８線１３２－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３５，９６４㎡外３筆、合計面積は９２，９５４㎡。 

 価格は、６，０７１，０００円。 

番号１２。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野２３０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、１０，９７８㎡外１３筆、合計面積は２４０，２６２㎡。 

 価格は、１４，３２６，０００円。 
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番号１３。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●●●

● ●●●●さん。 

 土地の所在、字ヌマオロ８－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３５，７０９㎡外１４筆、合計面積は８９３，１８４．０５㎡。 

 価格は、２０，３２９，０００円。 

 なお、番号９から番号１３までについては、あっせん案件でありますので改めての調査は行って

おりません。 

 以上です。 

○会長(佐瀨日出夫君) 以上をもって事務局の説明を終わります。 

 これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

 これより本件については採決致します。 

 原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号９から番号１３まで内容５件については原案可決されました。 

 続いて番号１４を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

 番号１４。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん●●●。 

土地の所在、字虹別原野６７線１２２－１。 

 地目、登記簿、牧場。 

現況、畑。 

 面積、３４，９１０㎡外６筆、合計面積は８９，６２３．７７㎡。 

 利用権設定等の種類、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、令和元年７月２９日から令和６年７月２８日まで。 

 土地の引渡時期は、令和元年７月２９日。 

 金額は、年間２７７，８３３円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、調査結果につきましては、笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木です。 

 議案第１３９号、番号１４について報告致します。 
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７月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、７月１４日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

利用権設定等の農地につきましては、継続の賃貸借契約であり記載のとおり確認しております。 

貸主の●●●●さんは、相手側の希望により農地を貸付けするものです。 

借主の●●●●さんは、農地を借受け、粗飼料の確保を図るということでした。 

この賃貸借契約については、借受人は認定農業者であり、農用地のすべてについて耕作を行い、

常時農作業に従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし適格であると判断いたしまし

た。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました１４番・

笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１４については原案可決されました。 

 続いて番号１５を議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

 番号１５。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●●●● ●

●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野７１８－２５の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積は、４８，４８３㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係は、賃貸借。 

 利用権の期間は、令和元年８月６日から令和１１年８月５日まで。 

 土地の引渡時期は、令和元年８月６日。 

 金額は、年間９６，９６６円。 

 支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、調査結果につきましては、笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 
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○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木です。 

 議案第１３９号、番号１５について報告致します。 

７月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、７月１４日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

利用権設定等の農地については、継続の賃貸借契約であり記載のとおり確認しております。 

貸主の●●●●さんは、相手側の希望により農地を貸付けするものです。 

借主の●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図るということでした。 

この賃貸借契約については、借受者は認定農業者であり、農用地のすべてについて耕作を行い、

常時農作業に従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし、適格であると判断いたしま

した。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました１４番・

笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１５については原案可決されました。 

 お諮り致します。 

 番号１６から番号１７まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１６から番号１７まで内容２件を、一括議題と致します。 

 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

 番号１６。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●●

●●● ●●●●さん。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野２０－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、３７，３４０㎡外２筆、合計面積は１２９，８４９㎡。 

 利用権設定等の種類、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容、普通畑。 
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 成立する法律関係、賃貸借。 

 利用権の期間は、令和元年７月２９日から令和１１年７月２８日まで。 

土地の引渡時期は、令和元年７月２９日。 

金額は、年間４１５，５１６円。 

支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号１７につきましては、利用権の設定等をする者、利用権設定等の種類、利用権設定等

の内容、成立する法律関係、利用権の期間、土地の引渡時期、支払方法が、番号１６と同じですの

で説明を省略させていただきます。 

 番号１７。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字虹別原野４６－１。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４９，２１９㎡外１筆、合計面積は、９５，０２３㎡。 

 金額は、年間３０４，０７３円。 

なお、調査結果につきましては、笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木です。 

 議案第１３９号、番号１６及び番号１７について報告致します。 

７月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、７月１４日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

利用権設定等の農地につきましては、継続の賃貸借契約であり記載のとおり確認しております。 

貸主の●●●●さんは、相手側の希望により農地を貸付けするものであります。 

借主の●●●● ●●●●さんと●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図るということ

でした。 

この賃貸借契約につきましては、借受者は認定農業者であり、農用地のすべてについて耕作を行

い、常時農作業に従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし、適格であると判断いたしま

した。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました１４番・

笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１６から番号１７まで内容２件については原案可決されました。 

 続いて、番号１８を議題と致します。 
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 事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君）はい。 

 番号１８。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字標茶６７５－４。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、２，９８５㎡外６筆、合計面積は１６２，１８７㎡。 

 利用権設定等の種類は、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係、賃貸借。 

 利用権の期間は、令和元年７月２９日から令和１０年７月２８日まで。 

 土地の引渡時期は、令和元年７月２９日。 

 金額は、年間４３３，２１９円。 

 支払方法は、毎年５月末日までに指定口座振込みとなっております。 

 なお、調査結果につきましては、笛木委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １４番・笛木君。 

○１４番（笛木眞一君） １４番・笛木です。 

 議案第１３９号、番号１８について報告します。 

７月１０日付けで事務局より調査依頼がありまして、７月１４日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

利用権設定等の農地につきましては、新規の賃貸借契約であり記載のとおり確認しております。 

貸主の●●●●さんは、相手方の希望により農地を貸付けするものです。 

借主の●●●●さんは農地を借受け、粗飼料の確保を図るということでした。 

この賃貸借契約につきましては、借受者は認定農業者であり、農用地のすべてについて耕作を行

い、常時農作業に従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項各要件を満たし、適格であると判断いたしまし

た。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました１４番・

笛木君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１８については原案可決されました。 
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お諮り致します。 

 番号１９から番号２０まで内容２件について、審議の都合上一括議題に供したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１９から番号２０まで内容２件を、一括議題と致します。 

事務局より内容説明させます。 

 振興係長小幡君。 

○振興係長（小幡裕也君） はい。 

 番号１９。 

 利用権の設定等を受ける者、●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●● ●●●● ●

●●●● ●●●●さん。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字阿歴内原野北２線１８９－１の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、４５，４５３㎡外６筆、合計面積は１８６，６７１㎡。 

 利用権設定等の種類、賃借権の設定。 

 利用権設定等の内容は、普通畑。 

 成立する法律関係、賃貸借。 

 利用権の期間は、令和元年７月２９日から令和６年７月２８日まで。 

土地の引渡時期、令和元年７月２９日。 

金額は、年間５６０，０１３円。 

支払方法は、毎年１０月末日までに指定口座振込みとなっております。 

なお、番号２０につきましては、利用権の設定等を受ける者、利用権設定等の種類、利用権設定

等の内容、成立する法律関係、利用権の期間、土地の引渡時期、支払方法が番号１９と同じですの

で、説明を省略させていただきます。 

 番号２０。 

利用権の設定等をする者、●●●●●●●●●●●●●●、●●●●さん。 

 土地の所在、字阿歴内１４７－４の内。 

 地目、登記簿、現況共に畑。 

 面積、６７，１７１㎡外１２筆、合計面積は３０２，７２８㎡。 

 金額は、年間９０８，１８４円。 

なお、調査結果につきましては、津野委員より報告をお願い致します。 

○会長（佐瀨日出夫君） １３番・津野君。 

○１３番（津野 斉君） １３番・津野です。 

 議案第１３９号、番号１９から番号２０について報告致します。 

７月１６日付けで事務局より調査依頼がありまして、７月１７日に現地調査を行ってまいりまし

た。 

利用権設定等の農地につきましては、継続の賃貸借契約であり記載のとおり確認しております。 

貸主の●●●●さんと●●●●さんは、相手側の希望により農地を貸付けするものであります。 

借主の●●●● ●●●●さんは、農地を借受け粗飼料の確保を図るということでした。 

この賃貸借契約については、借受者は認定農業者であり、農用地のすべてについて耕作を行い、
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常時農作業に従事すると認められます。 

従って、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし、適格であると判断いたしま

した。 

詳細につきましては、事務局説明のとおりです。 

以上で報告を終わります。 

 以上をもって事務局の説明、並びに現地調査にあたられました１３番・

津野君の報告を終わります。 

これより本件に対する質疑を行います。 

ご質疑ございませんか。 

（｢なし｣の声あり） 

 ご質疑ないものと認めます。 

これより本件については採決致します。 

原案可決することにご異議ございませんか。 

（｢異議なし｣の声あり） 

 ご異議ないものと認めます。 

 よって、番号１９から番号２０まで内容２件については原案可決されました。 

 以上をもって、議案第１３９号、内容２０件は原案可決されました。 

 

    ◎閉議の宣告 

 これをもちまして、第２６回標茶町農業委員会総会に付議されました案

件の審議は、全部終了致しました。 

 

◎閉会の宣告 

 第２６回標茶町農業委員会総会を閉会致します。 

 どうも御苦労さまでした。 

 

（午前１２時００分閉会） 


